• 

トウ ロットの 別荘のう しろ は、 きれいな 小さな 砂浜 

になって ゐ ました。 今 トウ ロット は、 そこへ 下りて あ 

すんで ゐ ます。 そこへ は 村の 人 なぞ はめった に 来 ませ 

ん。 ですから、 海の き はへ さへ 出なければ、 一人で そ 

こで あすんで もい、 と、 おゆるしが 出て ゐる のでした _ 

でも、 お 庭に は、 ちゃんと 女中の ジ ヤンヌが こし を 

かけて、 見ない やうな ふり をして、 ちょいちょい、 こ 

つち をみ てゐ ます。 

トウ ロット は、 シャベルで 大きな 穴 を ほり、 その 砂 



中へ 足 を 入れ こみました。 そして、 チョコ レイト を、 

ちょっぴり づ、、 かじり はじめました。 すこう しづ、 

かじりく して、 もようみたい にこ はして いくのが た 

のしみ なのです。 それ は、 とてもお もしろ いのです。 

「おや、 何 だら うご 

トウ ロットの まん まへ に、 ふいに 影が さしました。 

顔 を 上げて 見ます と、 いつの 間に か 小さな 男の子が 来 

てゐ ます。 いやにき たなら しい 子で、 とてもく さくつ 

てた まらな ささうな、 ぼろ/^ の 服 を 着て ゐ ます。 顔 

もまつ 黒、 両手 もまつ 黒で、 鼻の 下のと ころが へんに 

赤くな つて ゐ ます。 トウ ロット は シャベル を ふり 上げ 



て、 

「あっちへ おいで ごと、 おどしつけました。 男の子 は 

片ひぢ を 目の 上へ あげて、 三 足 あとす ざり をし ました 

が、 その ま、 トウ ロットの まん 前にす わりこんで、 トウ 

ロットの 方 を じろ/^ 見て ゐ ます。 トウ ロット も その 

子 を 見つめながら、 ちび リ /\ チョコ レイト を 食べ 

つ 、v けました。 

ふ、 ん、 この 子の 女中 は、 まいあさ この 子 を 頭から 

足の さきまで シャボンで 洗ったり しないん だから、 

い、 ね。 ぼく はい やな 目 を させられて 損 だ。 でも ぼく 

は 貴族のう ちの 子で、 もう 大きな 子なん だから、 ちゃ 



んと 洗って もら はなければ いけない。 洗 はれる の はい 

や だけれ ど、 きれいになる の はい、 気 もちだのに、 こ 

の 子 はなん てぶ ざまなん だら う。 

「ほんと に、 きたない ね、 きみ は ご 

かう いふと、 子ども は、 ちょいと、 目 をう つぶせ ま 

したが、 ぢ きまた 上げて、 へんじ もしないで、 うすの 

ろの やうに にたく 笑 ひながら、 片方の 手で 砂 をに ぎ 

つて は、 やみ まなし に、 片方の 手の平へ うつし/ \ し 

てゐ ます。 でも、 たいして おもしろさ うなけ は ひもな 

く、 目で は、 じっと、 トウ ロットが 三日月 パン をもう 

少しで 食べ てし まひ かける の を 見つめて ゐ るので す。 



トウ ロット は その子の 目のお ちる ところ を 見て 見 ま 

した。 じいつ と 見て いくと、 その 目 は、 じぶんの 三日 

月 パンの 上へ 来て とまる やうです。 あ、、 やっぱり さ 

うだ。 三 べん 同じと ころへ 来 るんだ もの。 まちが ひ は 

ない。 

「きみ、 三日月 パンが ほしい？」 

トウ ロット はかう 言って、 食べ かけ を みんな 口の 中 

へお しこみました。 男の子 は、 しょげこんだ 顔 をして 

何 を か 口の 中で ぶつ/ \ 言 ひました。 

「きみ は、 もう 食べち やった の？」 と 聞きます と、 あ 

ひての 子 は、 ぼんやりした 目で トウ ロットの 顔 を 見 上 



げ ました。 

「もう 食べ ちゃった？」 

男の子 は、 かぶり を ふりました。 

「それ ぢゃ、 あとで ぢき 食べる のね ご 

男の子 は 目 を 地び たにお として、 くび を ふりました _ 

そして、 さっきの やうに また 砂 を いぢり はじめました _ 

「今日は 食べない の？」 

男の子 は 何とも 返事 をし ません。 トウ ロット は、 で 

は、 あ、、 きっと さう にち が ひない とお も ひました。 

「きみ は、 きの ふ は 物 を 食べても 不消化だった のね ご 

男の子 は 目 を 大きく あけました。 不消化と いふ 言葉 



ものが どつ さりし まって あるんだ もの。 この 子 はう そ 

つきだ。 さう でな く、 きっと、 何 かわる いこと をした 

ばつに、 お 母 さまが 何にもありません とおつ しゃった 

のにち が ひない。 

「きみ、 何かとって 食べた、 だまって？ おぎよう ぎ 

がわる かった？ きみのと こへ 来る 先生 をお こらし 

た？ でなければ、 お 話が うまく 言へ なかつ たんだら 

う？ ちが ふ？ ぢ ゃァ、 なぜ、 なんにも 食べな かつ 

うち 

たの さ。 —— 家に なんにもない？ そんなら おなか > 

すいて る？ さっき、 さう いへば、 ぼく、 パン をす こ 

し 上げたん だけど。 ぼく は、 おなかなん かすいて ない 



ひつけない の？」 

「お金が ねえんだ ご 

「では 伝票に すれば い、 ぢ やない の？」 

おうちのば あやは、 お金 を もたないでも 買物 をして 

来ます。 そしてお 母 さまの 伝票に かきこみます。 

男の子 は、 また 顔 を ふって、 手の指の 間から 砂 を 流 

しはじめました。 トウ ロット は、 それ こそ、 こはくな 

るく らゐ ふしぎでした。 何の わるい こと もしない 子に 

お 母 さまが 何にも 下さらない つて ことがある でせ うか _ 

神 さま は それ を 見て 何と おっしゃ るで せう。 そんな、 

らんぼうな ことがある でせ うか。 



は、 そんな 穴の 中へ 入れたり なんかな さらない けれど、 

この 子が さう 言って おねが ひすれば、 人に とられない 

やうに、 あすこん とこへ 入れと いて 下さる にき まって 

ゐる。 

「ね。 だから、 おいのり をお 言 ひよ ご 

男の子 はも じ/^ しながら、 

「だって、 おれ、 そんな こと、 言った ことね えんだ ご 

おや/^ 何とい ふば かで せう。 おいのり をした こと 

がない なんて。 トウ ロット はっくぐ あきれて、 ため 

いきをつきました。 

「それ ぢゃ、 ぼく 見たい に、 かう した まへ ご と、 トウ 



ロット は、 まづ 砂地へ 両 ひざ をつ きました。 男の子 は 

ひざ を まげて、 地び たへ つけよう として、 ころりと 前 

のめりに た ふれました。 

「ばか ごと、 トウ ロット はお こりました。 やっと 男の 

子 は ひざ をつ きました。 

「こんど は、 お 手 を かう 組む の。 —— かう だよ。 —— - 

さ うぢ やない よ。 かう す るんだ よご 

何てき たない 手で せう。 こんな 手で は 神 さまのお 気 

に は入リ さう もない。 

「さあ、 ぼくの いふと ほり を、 言って ごらん。 神 

さま、 私 はおな かゾ すいて をり ます ッて、 さう お 言 ひ 



よご 

男の子 は、 おなかが すいた、 と、 半分 口のう ちで か 

う 言って、 いも 虫の やうに むく/ \ とから だ をく ねら 

せました。 

「きみ、 じっとして ゐ るんだ よ。 その つぎはね。 

私 はたい へんお なか、 V すいて をり ます。 どうぞ、 あ 

す は、 トウ ロットが シャベル を 入れて おいた、 あの 岩 

の 下の くぼみへ、 大きな 三日月 パン を 入れと いて 下さ 

いまし。 —— あ、、 さう/^。 そして、 ァ ー メンご 

男の子 は、 

「ァ— メンご と 言って、 くす/^ 笑 ひました。 



けんめいに おねが ひする にき まって ゐ ます。 トウ ロッ 

トは、 じぶんが パン を 食べて ゐ るの を、 あの 子が じ 

ろ/ \ 見て ゐた、 あの 目つ きをお も ひ 出しました。 

トウ ロット は 眠 りこみ ました。 そして ゆめ を 見 まし 

た。 神 さま は、 牛の つの や、 象の きば ほど も ある、 大 

きな く 三日月 パンの 一 つばい はいった かご を、 あの 

子の まへ でお あけに なりました。 あの 子の 食べる こと、 

食べる こと。 神 さま は、 なくなれば いくら ももって 来 

て 下さいます。 男の子 はすつ かり よろこんで、 頰をま 

つ 赤に して を どって ゐ ます。 トウ ロットの うれし さと 

言ったら ありません。 



「坊 ちゃ ま、 お早う ございます。 よくお ねんね なさい 

ましたで せう？」 

ジ ヤンヌ は トウ ロットのお 顔 を 洗 ひ、 お着かへ をす 

ませました。 トウ ロット は、 あの 子 も、 着物 を 洗って 

いただいたり、 ほかの 着物 も 下さる やうに、 神 さまに 

おねが ひしなければ いけない ねとお も ひました。 お着 

かへ をす る 間中、 トウ ロット は、 あの 子の ことば かり 

かんが へ つ > けてゐ ました。 

トウ ロット は、 あの 子が 三日月 パン を 見つけ 出しに 

いくとき の 顔が 早く 見たくて たまりません。 お、、 け 

さのお 天気の すばらし いこと、 これ はきつ と、 三日月 



もっと/^ 金色で、 そして、 ずっと 大きい にち が ひ あ 

リ ません。 トウ ロット は、 すこし あの 子が うらやまし 

くな りました。 

トウ ロット は 穴の 中に 手 を 入れて 見ました。 それ か 

ら、 のぞいて 見ました。 そして、 ぞくりと して 青くな 

りました。 なんにも はいって はゐ ません。 もう 一 ど、 

よくの ぞいて 見ました。 どうしたんで せう。 神 さま は 

きっと、 ほかのと ころへ おおきにな つたので せう。 

トウ ロット は、 そこいら 中 を 見 ま はしました。 ほか 

の 岩の 下の 穴 を もの ぞいて 見ました。 でも、 どこに も 

ありません。 一 たいどうし たわけで せう。 今に あの 男 



れ ばい、 もの を。 

トウ ロット は、 がっか リ しました。 

と、 あの 子が やって来ました。 にこ/ \ した 顔 をし 

て、 舌 なめずり をしながら、 大 またに あるいて、 ず 

んく 岩の 方へ 向って 来ます。 トウ ロット はこち ちか 

ら 見て ゐ ると、 両足が ぶる /\ ふるへ 出して 来ました _ 

身 も 心 もち V み 上る やうです。 出来るなら にげ 出して 

しま ひたいく らゐ です。 

「あ、 ァご と、 もじ/ \ しながら、 トウ ロット は 両手 

を ポケット につ ッ こみました。 あ、、 い、 ことがある- 

トウ ロット は ポケットの 三日月 パン をと り 出して、 す 



ば やく 穴のお くにおし こみました。 

男の子 は 砂の 上に すわりこんで、 もぐ/^ 息 もつ ま 

るば かりに、 ほうば つて 食べました。 トウ ロット は そ 

れを じっと見て ゐ ました。 今、 じぶんの 小さな 胃袋 は 

まい 朝の やうに ふくらんで ゐな いのが はっきり わかり 

ます。 じぶんの あさごはんだった ものが、 見る/ \ き 

えてい くの を 見つめて ゐ ると、 すこしば かり は、 をし 

くないでも ありません。 しかし、 これで じぶん は、 人 

にかる はずみな こと を 言った つぐな ひ を、 ちゃんとつ 

けた ことになります。 それだけ は 神 さま も 見て 下さる 

だら うとお も ふと、 やっぱり、 ゆかいでした。 



男の子 は、 すっかり 食べて しま ひました。 

「パン、 おいしかった？」 

「うん。 でも 神 さまが もって 来たん ぢ やね えぞ。 おれ、 

おめえ が 穴の 中へ っッ こむ の を 見た ぞご 

トウ ロット は、 まつ 赤な 顔に なりました。 まったく 

それにち が ひない ので、 いひぬ け をす る こと も 出来 ま 

せん。 しかし、 トウ ロットの 顔 は、 ふいに か V やいて 

来ました。 そしてに こ/^ いさんで 言 ひました。 

「でも さ、 ぼくに、 パン を 入れと けと おっしゃ つたの 

は 神 さま だよ。 きっと さう だよ ご 

トウ ロット は、 ぺ こ/^ のおな か をして、 おうちへ 



かへ りました。 でもお 顔 はとても はれん \ して、 いか 

にも うれし さう でした。 
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